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異性 愛で もな く同性愛 で もな く
　　欲望す る/さ れ る レベ ッカ1
武 田 美保子
「レベ ッカ」 の中の同性愛
　Alfred　Hitchcockの 『レベ ッカ』(1940)が 、 レズ ビア ン映画 だ と言 った ら
驚 くだろ うか。大抵 は この映画 を一種の シ ンデ レラ ・ス トー リー とみな し、典
型的異性愛 の物語で ある とす る ことに異論を唱え る ことはまず ないだろう。事
実 この物語 の大枠 は、下品 なアメ リカ夫人の コ ンパ ニオ ンを勤 め る世間知 らず
の娘(Joan　 Fontaine)が 、 ハ ンサムで金持 ち で年上 の イ ギ リス男 性Maxim
de　Winter(Laurence　 Olivier)と 出会 い、求婚 され結 婚 して彼 の屋 敷 に移 り
住 む が、 ど うや ら彼 も召使 のMrs.　 Danvers(Judith　 Anderson)も 先 妻 の
Rebeccaが 忘 れ られず彼女 の追憶 に浸 って生 きてい るように思 われ、 ヒロイ ン
は周 りの誰 もが賞賛 す るレベ ッカの影 に嫉妬 し、怯 え る、 というものだ。 この
ス リラー仕立 ての ロマ ンチ ック ・ラヴ映画 はまた、 ひ とりの女性 の成熟 の過程
をた どった、女性版 エデ ィプ ス劇 と捉 え ることもで きる。 というの もヒロイ ン
は、 「横暴 な老女(母 親)か ら救 い出 して くれた父親代理 と結婚 する」 という、
「女性が抱 く原形 的なエデ ィプス的願望 を達成」す るか らであ る。 だが、 そ の
際 に、彼女 は過去か ら出現す る恋敵 と向 き合 わな けれ ば な らない。 それ は、
「最初 に父親 を所有 していた女 であ り、今で も手 を延 ば し、父 親 を再 び所 有す
ることので きる女」 なので あるか ら。2そ の限 りで、 先 妻 レベ ッカ は、 ヒロイ
1　 この小論文は、南山英文学会(1996年)に おいて 「ジェンダー批評の可能性」 とい
うテーマで行われたシンポジウムでの発表に基づいて、加筆訂正 したものである。
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ンにとっては一人の男の愛を奪いあうライバルに他ならない。映画の冒頭に近
いモ ンテ ・カルロの丘での場面で、 ヒロインがマクシムに大声で呼びかけ、 レ
ベ ッカの性的放縦の表象としての砕け散 る波を凝視す る彼の視線を自分に向け
させようとする行為は、ある意味でこの物語全体のこうした構造を示唆 してい
るといえるだろうQ
　 しか しなが ら 『レベッカ』は、一九三〇年代から四〇年代のハ リウッドで量
産された 「女性映画」の例に漏れず、物語の進展 と共に、父 と娘の関係よりも
むしろ母 と娘の関係の方に焦点が当て られていくようにみえ る。3生前、男 た
ちに飼い慣 らされることなく奔放 に生 き、死後 もその影響力をManderleyの
邸に及ぼしっづけるレベッカの、母的存在としての彼女の牽引力がヒロインを
支配 し、彼女 とマクシムとの関係を脅か しているようにみえるのだ。ここでは、
母と娘の関係は、 しばしば父 と娘 の関係を危ういものにし、時には限りな く同
性愛的でさえある。そしてこのような、父か母か、男か女かといった、少女の
愛の対象選択をめぐるせめぎ合 いの ドラマは、Freudの 「女性の性愛について」
ですでにおなじみのものでもある。フロイ トによれば、男の子にとっても女の
子にとっても、最初の愛の対象は母親だ。その後男の子の方は、解剖学的違い
(つまり母親にはペニスがないこと)を 発見 し、 〈去勢不安〉が生 じ、母親 と
の親密な関係を断念 し、父親の介入を受け入れなければならない。そのため母
親をあきらめ、父親のような男になって、母親のような女と結婚することを望
むことになる。一方女の子は、去勢 コンプレックスによって引き起 こされた
〈ペニス羨望〉 によって父親との親密な関係に入 っていく下地ができる。 しか
も女 の子には、男の子の去勢不安のような母親を断念するべき強力な契機が欠
2　 Tania　 Modleski,　 The　 Women　 Who　 Knew　 Too　 Much,　 New　 York　 &　London:
Routledge,1988,46,〔T.モド ゥ レス キ ー 『知 りす ぎ た女 た ち』　 加 藤 幹 郎 他 訳 　 青
土 社 　 一 九 九 二 年 〕
3　 女 性 映 画 にっ い て は、Mary　 Ann　 Doane,　 The　Desire　 to　Desire:　 The　 Woman's
Film　 of　the　1940s,　Bloomington&Indianapolis:Indiana　UP,1987〔 メア リー 。
　ア ン ・ ドー ン 『欲 望 へ の欲 望 』 松 田英 男 監 訳 　 勤 草 書房 、 一九 九 四 年〕 を参 照。
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如 しており、母親拘束をかかえたまま愛情の対象を父に変更するということが
非常 に起 こりやすい。4このように女性は発達の段階でいわば 〈両性的〉な要
素を持ち込んで しまう傾向があるわけで、女性の場合(も しも完全に100%ヘ
テロ(父 親愛着)へ と対象を変換 しえるのではない限 り)大 なり小な りホモ
(母親愛着)を 引きず っているといえるのだ。『レベッカ』は、女性の中に潜む
このような異性愛 ・同性愛の両方の性癖のせめぎ合いが如実に窺われるという
点で、女性のセクシュアリティの謎を探 る格好のテクス トかも知れない。それ
ゆえここでは、この映画の分析を通 じて、異性愛体制の中でわれわれはいかに
同性愛の誘惑にさらされているか、 というより、いかに異性愛は常にすでに同
性愛と共にあるかといった点を明らかにしていきたい。また、欲望の客体とし
て位置づけられている女が欲望の主体 となりうる可能性も、 レズビアン・セク
シュアリティの中に探 っていきたい。
レズ ビア ン ・サ ブ ジ ェ クテ ィ ヴ ィテ ィに向 けて
　 この映画 の中で特 に目にっ く同性 愛的要素 と して は、 ダンバース夫人 の亡 き
レベ ッカへ の常軌 を逸 した愛着 があげ られ る。 レベ ッカが身にま とった毛皮 に
頬ず りし、 それを ヒロイ ンの頬 に も押 しっ けるとき、 また薄い夜着 を広 げて手
招 き し、 ヒロイ ンを レベ ッカに見立てて髪を と く仕草を してみせ るとき、 ダン
バ ース夫人 は レベ ッカの身体 のエ ロティシズムを身近 に感 じてい るよ うに見 え
る。 そ して レベ ッカを愛 す る余 り、 ヒロイ ンを屋敷か ら追 い出そ うとしなが ら
も、 同時 に 「ヒロイ ンが自分 の身体で レベ ッカの身代わ りをす るよう仕 向 け」5
てい るよ うで もあ るのだ。 「奥様 は、 …　 　 あなたがた全 部 を笑 って おい でで
したよ」 と小気 味よ さそ うに語 る様が示 して いるように、男性嫌悪(マ ンヘイ
テ ィング)を レベ ッカ と共有 し、彼女 をすべて の男達 の上位 に置 くダンバー ス
夫人 の性 的嗜好 は、明 らか に同性愛的 だ とみな して よいだろう。 またその当の
4　 フロイ ト 「女性の性愛にっいて」『フロイ ト著作集5』 人文書院、一九八二年。
5 Modleski, The Women Who Knew Too Much, 48.
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レベ ッカに して も、マ クシムが彼女 自身 の秘密の中味を明かす際 の歯切れの悪
さ、幸 せな夫婦 のふ りをす るとい う二 人 の取 り決 めにっ いて語 る語 り口か ら、
も しかす ると彼女の秘密 とは、単 なる複数の男達 との性的関係 に留 ま らない、
彼女の中の レズ ビアニズムであ った、 と解釈 しうる可能性 も捨て去 るわけには
いかな い。Daphne　 du　Maurierに よる映画 の原作 で は、 マ クシ ムが レベ ッカ
との結婚の実体 を ヒロイ ンに告 白 し暴露す る時、 レベ ッカは 「愛 も、 やさ しさ
も、良識 もない」女で、「正常 でさえなか った(not　 even　normal)」 と、 か な
りそ の ことを匂 わせ る表現が され ている。6
　 しか しなが らさ らに問題 にされ るべ きは、 ヒロイ ン自身 の欲望 のゆ くえにっ
いてで あ り、 と りわ け ヒロイ ンとマク シム、 レベ ッカ、 そ して ダンヴァース夫
人 との関係 だろ う。 ヒロイ ンは、 マク シム との交 際が深 ま る直前 に、彼女 の女
主人 と看護婦 との間 でか わされ る レベ ッカの うわ さ話 しを耳 に し、 どうや らマ
クシムが忘れ られ ないで いる らしい彼 の美 しい前妻 レベ ッカの夢にうなされ る。
そ して彼女 は、会 った こともない レベ ッカへの追憶 にせか され るように、 それ
以降急速 にマ クシムへ と傾斜 してい くことにな る。 だか らヒロイ ンは、 マ クシ
ムその人 を愛 した とい うよ りも、 む しろ、人 々がその美 しさを称 え る レベ ッカ
のよ うな妻 を持 ち、 その彼女 に愛 され、彼女 の死後 もその傷心 か ら立 ち直れな
いでい るマ クシムのイメー ジを こそ愛 したのだ、 と考 え るべ きなのか もしれな
い。 このよ うに、 ヒロイ ンの愛 がマ クシムと レベ ッカとの問で揺れ動 き巡 回す
る様子 は、先 に上 げた レベ ッカの部屋 の場面 に端 的 に窺 うことができるだろう。
こっそ りと部屋 に忍 び込 んだ彼女 は、 レベ ッカに惹 き寄 せ られ るかの ように化
粧 台の上 のヘ アブラシに手 を触 れ るが、 その時台 の上 に置かれ たマクシムの写
真 に気 づ き、 驚いて思 わず しりぞ き、 彼女のセ クシュア リティの証 しともいう
べ き レベ ッカのベ ッ ドの方へ歩 いて い く。 そこヘ ダ ンヴ ァース夫人が姿を現わ
し、 クローゼ ットか らレベ ッカの毛皮 を とりだ し(一 種 のカムアウ トのユ ーモ
6 Daphne du Maurier, Rebecca, New York: The Modern Library, 1939, 254,
〔デュ・モー リア 「レベッカ』大久保康雄訳　新潮文庫、一九七一年〕
54　　英文学論叢　第42号
ラスな表現?)、 レベ ッカの感触を味わ うようにそれ に頬ず りを した後 、 そ の
セク シュア リテ ィを伝染 させ るかのよ うに ヒロイ ンの頬 にもあて る。 この 「感
触」 の循環 に、性 的な誘 いかけが ほのめかされてい るの は明 らか だ。(い まや
枠 の中にはめ られ限定 的な影響力 しか持 ちえない)マ クシムの写真か ら遠 ざか
るの と対比 して、 レベ ッカの ランジェ リーか ら夜着 へ と引 き寄せ られて いくこ
の場面 は、 ヒロインの父 に対 す る牽 引力 よりも母 への牽 引力の ほうが優勢 であ
ることを ほのあか してい る。Patricia　 Whiteが 指摘 す るように、 ヒロイ ンは、
「未だそ うで はな く、必ず しもそ うで はないが、潜在的 な レズ ビア ン」7で あ る
ことが示 唆 されて いる、 といって よいだ ろう。
　 これを証 明す るか のように、彼女 は(無 意 識の うちに)徹 底的 にマクシムの
願 いを裏切 り続 けることにな る。 「黒 いサテ ンの ドレスやパ ー ルを身 にっ け る
ん じゃな いよ、 そん なことを した ら三 十六歳 に見えて しま うか ら」 とい うマ ク
シムの懇願 にもかか わ らず、結婚早々 に彼女 はフ ァッション雑誌 を見 てロ ンド
ンで取 り寄せ た黒 いロ ング ドレスとパ ールの ネ ック レス姿 で彼 の前 に現 れ る
(こ れは明 らかに、 ヒロイ ンがイメー ジす るレベ ッカの趣 味をなぞ った ものだ)。
そ して映画が終 わるまで には(レ ベ ッカが そうで あったよ うに)す っか り成長
を遂 げ、「ああ、私 の大好 きだ った、 あのおか しな、 困 った よ うな表 情 は永 遠
に消えて しまった」 と彼 を嘆 かせ る ことになる。それが極まるのが、 ダンヴァー
ス夫人 の助言 をいれて、 ヒロイ ンが知 らない うちに レベ ッカ とま った く同 じ仮
装舞踏会 のための衣装 をま とって しま うときで、知 らず知 らずの うちに レベ ッ
カ自身 を反復 して しま うヒロイ ンの顔 は、(一 時的 にせ よ彼 女 と完全 に一体 化
しその位置 を占拠 した ことで)実 に胱惚 としてみえ る。 デ ュ ・モ ー リアによる
原本 では、 レベ ッカの レイ ンコー トのポケ ッ トか ら取 り出 した"R"の イニ
シャル入 りハ ンカチの匂 いを、「憶え のあ る、わた しの知 って い る匂 い」 だ と
7 Patricia White, "Female Spectator, Lesbian Specter: The Haunting," 
 Inside/Out: Lesbian Theories, Gay Theories, ed. Diana Fuss, New York  & 
 London: Routledge, 1991, 153.
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感 じた り、 白 日夢 の中で完全 に レベ ッカにな りきって知 らず知 らずの うちに彼
女 の仕草 としゃべ り方 をまね、 マ クシムにか らかわれるなど、 ヒロインの レベ ッ
カに対す る欲望 は、 さらに明白に書 き込 まれてい る(「 わ た しは、 す っか り レ
ベ ッカにな りきって、 わた しとい う退 屈な人間が、 この世 の中には存在 せず、
一度 もマ ンダレイに きた ことがないかのよ うな気 持ちにな っていたか らである。
わた しは身 も心 も過 ぎ去 った時代 にあ ともどり していたのだ」)。この ように、
ヒロイ ンとマ クシム との関係 は徹 頭徹尾 レベ ッカの亡霊に よって妨害 され るた
め、二人 の異性愛 が成就 す るたあに は、 ヒロイ ンが レベ ッカへの同性愛的呪縛
か ら解放 されな くて はな らないのだ。内心 の不安 と疑惑を押 し隠 して、 「わた
したちは幸福 な結 婚を した」のだ と言 い聞かせ あい、必死で そのようなふ りを
し合 うこと無 くして は保てな いほど、二人 の関係 は崩壊 の危機 に瀕 して いるの
だ。 父(マ クシム)と 母(レ ベ ッカ)と の間で引 き裂か れた ヒロイ ンの、 この
ように循環す る同化 と離反 の身振 は、 次 の よ うに要約 しうるか も しれ な い。
「フ ォンテイ ンのパ フォーマ ンス はこう して、彼女の夫 と彼 の先妻 へ の同 時的
な牽引力、彼女 の奇妙 な(同 性愛的 な)欲 望 を特徴づ ける同性愛的牽引 と異性
愛的牽引 とに交互 に介在 されて い る」8、 のだ と。
　 このフ ィルムの名祖 であ りなが ら、全編 を通 じて一度 も姿 をみせ ることのな
い レベ ッカ と、 ヒロイ ンであ りなが ら一度 もその名 が呼 ばれ ることのない ド・
ウイ ンター夫人 とい う、 この二人 のきわめて非対称 な布置 図 は、 そのまま両者
の力関係 を も示唆 していよ う。 ダンヴ ァース夫人 が感 じて いるように、 レベ ッ
カの気配 はイニ シャル入 りの彼女 の付属 品に限 らず邸の至 るところに漂 ってお
り、 レベ ッカは全 く画面 に登場 しない という事実 にこそわれわれ観客 は、 逆 に
驚か されて しま う。 カメラワー クもまた こう した印象 を醸 し出すべ く、た とえ
ば、 マ クシムの 口か ら語 られ る事 件前夜 のボー ト小屋で の出来事 の描写 は、不
8 Rhona J. Berenstein, "I'm not the sort of person men marry: Monsters, 
 Queers, and Hitchcock's Rebecca," Out in Culture: Gay, Lesbian, and Queer 
 Essays on Popular Culture, eds. Corey K. Creekmur & Alexander Doty, 
 Durham & London: Duke UP, 1995, 252.
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在 の レベ ッカの動 きに添 って移動す るため、 いたって その存在が強 く意識 され
るとい う工夫 がな されて いる。一方、 ヒロイ ンが あれ ほど レベ ッカの影 に過剰
に反応 す るのは、 レベ ッカがいまなお夫の欲望の対象であ ると誤解 してい るか
らであ り、 また ダンヴァー ス夫人の欲望の対象で もある レベ ッカに同化す るこ
とによ って ダンヴァース夫人の歓 心をかお うとす るか らで もあるだ ろう。 この
よ うに、他者 の視線 に映 し出 され る レベ ッカの鏡像 に自己を投影す る ヒロイ ン
の同化 と嫉妬 の身振 りは、明 らか に彼女 の 「エデ ィプス的 も しくは前=エ デ ィ
プス的母」 への愛着 の反復、 もしくは転位 に他な らない。そ して、他者の欲望
を欲望 す ることによ って結果的に レベ ッカを欲望す るこの位層 にお いて、 ヒロ
イ ンは、 「欲望 の対象」 と してではな く、 「欲望の主体」としてセクシュア リティ
に接近 す るのだ。 っ まり、 ここに見 られ るよ うなセクシュア リティの客体であ
ると同時に主体 で もあるという女の位置 は、Teresa　 de　Lauretisの 言葉 を借 り
れば次 のよ うに説明 しうるだ ろう。
　鏡像 を生 むプ リズムと しての役割 を果 たす ヒロイ ンを媒介 に、われわれ
に伝 え られ るレベ ッカのイ メージは、結果的 には幾っか に分断 され、 また
語 りの 自己同一 化の位置 も分断 され ることになる。 自己イメージとしての、
そ して ライバル と しての 「レベ ッカ」 は、男性 の欲望 の対象 の位置を示 し
てい るだ けでな く、 さ らに重要 なことは、女性の能動的な欲望(ダ ンヴァー
ス夫人 の欲 望)の 対 象 とその位置 を も示 して いる。9
もっとも上記の括弧内には、「ダンヴァース夫人の欲望」に加えて、「ダンヴァー
ス夫人の欲望に欲望するヒロインの欲望」 も書き添えられるべきだし、また ヒ
ロインに名前が無いのも、他者の欲望に容易に染まってしまう彼女の無彩色性
に、いかにもふさわ しいことに違いない。
9 Teresa de Lauretis, Alice Doesn't: Feminism, Semiotics, Cinema, 
 Bloomington: Indiana UP, 1984, 152-3.
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三角関係/欲 望への欲望
　ここで、 ヒロインをめぐる以上のような三角関係の間の欲望の循環をさらに
精密に検証 し、照射するために、 これまで多 くの批評家によって論 じられてき
たフロイ トの 『夢判断』の 「美 しい肉屋の妻の夢」に就 くことにしたい。この
分析によって明らかになるのは、 ジェンダーとセクシュア リティをめぐる同化
と欲望の相互関係が、おおむね4っ のパターンに分類 しうること、またその相
互関係には、何 らかの形で同性愛が刻印されていることである。 フロイ トの知
的な患者の夢は以下のようである。
　ひ とを夕飯 にお招 きしよ うと思 った。 しか し薫製 の鮭が少々 あるほかに
は、 なんの貯 え もなか った。買 い物 に出かけよ うと思 った ら、今 日は日曜
の、 しか も午後なので、お店 はどこももう締 ま って いるということを思 い
出 した。 そ こで出前で届 けて くれ るところを2、3軒 電話 で 当た って みよ
うとしたけれ ども、 電話 は故障 してい る。 それでその 日ひとを ご招待 しよ
うとい うわた しの願い は諦め て しまわなければな らなか った。10
　 この開かれなかった夕食会の背後には、頑強な肉屋の主人、ふっくらとした
利口で美しい肉屋の妻、妻のやせた友人の間の三角関係が潜んでいた。肉屋は
最近太 り気味でダイエットに務め夕食会に呼ばれても出かけないようにしよう
と話 していたところで、その妻はなぜか大好 きなキャビアを贅沢だといって食
べないように心がけ、ひどく痩せっぽちのため肥りたいと言っていた彼女の女
友達 はやはり同 じように鮭を断っていた。この肉屋の妻は内心、夫が友人のこ
とを日頃褒めそや していたので彼女に嫉妬 していたのだが、さいわい夫が豊満
な女性を好んでいるのに、 この女性の方はひどく痩せていた。だからこの夢は、
友人を招待 して彼女を肥 らせ、彼女を夫にとってさらに魅力的にすることに手
を貸した くないという、妻の無意識の願望の現れと解釈できそうなのだが、さ
10　 フロイト 『夢判断』『フロイト著作集2』 人文書院、一九六八、一二五頁。
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らに夢に出てきた友人の好きな鮭が鍵 となって、この夢の中の 「わたし(=肉
屋の妻)」 とは実は 「彼女(=女 友達)」 のことであり、妻が友人に同化 した結
果、彼女は友人の願望が満たされないという夢を見たのだということが明らか
にされる。そこでフロイ トは、 このヒステリー的転位関係で、 「患者が夢の中
で自分を女友達の位置に据え置いたのは、その女友達が彼女の夫においては自
分の位置を占めているからであり、また、彼女が自分の夫の価値評価 において
その友達の位置を占めたいと望んでいるか らである」、と分析 してみせるのだ。
フロイ トのこの夢の分析における妻の性癖については、とりあえず、 「女性に
同一化する異性愛者」 と呼んでおくことにしよう。
　 これに対 してLacanは 、太 った女が好 きな夫がなぜあんな痩せっぽちの女、
他の女を欲望 し愛 しうるのか知 ろうとした妻が、夫に同化 して、女友達を欲望
している夫の立場に身を置くのだと考える。そして、一切れのスモーク ・サー
モンは夢の中で女友達の場所 にとって代わり、 これに対する欲望 は大文字の他
者の欲望、っまりファロスへの欲望 となるのだと言 う。またラカ ンの論を受け
て展開 されたCatherine　Clementの.議論 の中では、 ラカンの言 う他者の欲望
は妻の中で友人の欲望へとスライ ドして行 ったのだと考え、妻の側の夫の欲望
に対する同一化は、彼女の内の禁 じられた同性愛的な空間を切 り開いて しまう
のだと指摘 している。っまりその結果、肉屋の妻 は、 ラカン的に捉えれば 「男
に同化する異性愛者」だと言えるし、 クレマンのように考えれば彼女は 「男に
同化するレズビアン」だとみな しうるわけである。
　 ラカン=ク レマンの分析を基にしてきわめて緻密な論を展開 しているCynthia
Chaseは さらに、妻の側の夫への同化は、母の男根的な欲望への同化であり、
きわめて同性愛的なこの関係は彼女の前エディプス的な男根的母 との原初にお
ける関係の反復である、つまり母的なものへ同化する幼児と位置づける一方で、
Diana　Fussは 誰よりも大胆に、妻を 「女性に同化するレズ ビア ン」だ と断定
するのである。言 い換えれば、そもそも夫は、単に体重を減 らして妻の友人の
ように痩せたいと思 ったにすぎないのであって、「夫が女友達 に惹、きっけられ
たのでな く」、「私が彼女に惹 きっけられた」 のだ、 フロイ トが言 うように、
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「嫉妬」 とは 「抑圧 された同性愛的衝動とその衝動への防衛」 の表われ に他な
らないというわけなのだ。11っまり、すべての異性愛の背後には同性愛が潜ん
でいるというのである。 ここで一言 ことわっておけば、これまで述べてきた女
性的同化 もしくは男性的同化 とは、男/欲 望する側、女/欲 望される側という、
欲望への階層的位置を表わすものでジェンダー概念に対応 してお り、ヘテロと
レズビアンという区別は当然のことなが らセクシュアリティに対応 している。
だがこのような階層的位置づけは、先にみた通 り、他者の欲望に染まりやすく、
転位を起 こしやす く、それゆえ男も女 も共に愛 して しまうこの ヒステリー症気
味の美しい肉屋の妻によって、反転され、階層的位置を揺るがされて しまう。
それによって、欲望される客体としての女は、欲望の主体 としての位置を占め
ることが可能となるのである。フロイ トは、少女Dora(Ida　 Bauerの 仮名)
に代表されるこのような両性愛的な ヒステ リー患者を診察することで、広大な
無意識の世界の発見に至ることが可能 となったし、そもそもの始めからラカン
が関心を寄せたのは、彼に発見の糸口を与えてくれるこうした女性たちに限 ら
れていたと伝え られている。12女性の性愛の複雑 さを垣間見 させて くれる ヒス
テリー患者は、だか ら、他の人々が見過 ごしてしまうことを特別に知感 しうる
能力を持ち合わせているのだといえよう。 フロイ トが述べているように、容易
に他と同化 し、転位することで引き起 こされる彼女たちの症状によって、 「患
者は、自分自身の経験だけでなく、他の多くの人々の経験を自らの症状のうち
11　 以 上 の 議 論 に っ い て は 、Diana　 Fuss,　 Identification　 Pap　 ers,　 New　 York&
　 London:Routledge,1995,27-32に依 っ て い る 。 ま た 各 論 に つ い て は 、 以 下 の も の
　 を 参 照 。Jacques　 Lacan,"The　 Direction　 of　the　 Treatment　 and　 the　 Principles
　 of　lts　Power,"　 in　Ecrits,　 trans.　 Alan　 Sheridan,　 New　 York　 &　London:　 W.　 W.
　 Norton　 &　 Company,　 1977,　 Catherine　 Clement,　 The　 Lives　 and　 Legends　 of
　 Jacques　 Lacan,　 trans.　 Arthur　 Goldhammer,　New　 York: Columbia　 UP,
　 1983(カ ト リ ー ヌ ・ ク レ マ ン 『ジ ャ ッ ク ・ ラ カ ンの 生 涯 と 伝 説 』 市 村 ・佐 々 木 訳 　 青
　 土 社 、 一 九 九 二 年),Cynthia　 Chase,"The　 Witty　 Butcher's　 Wife:Freud,　 Lacan,
　 and　 the　Conversion　 of　Resistance　 to　Theory,"　 MLN　 102:5　 (December　 1987).
12　 Catherine　 Clement,　 The　 Lives　 and　 Legends　 of　Jacques　 Lacan,　 60.
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に表現す ることができるよ うになる。 いわば、一群 の人 たちの身代 わ りとな っ
て苦 しむ」 のだと、 みな しうるのだ。13また、 フェ ミニ ズム批評 の デ ィス クー
ルにおいて、 ヒステ リー患者 の同性愛傾 向の比 喩的な役割に注 目すれば、女性
の同性愛 は、先 にみたよ うに 「女性 の主体 と欲望 の可 能性を表象」 しえてい る
のだ、 とい うことに も留意 すべ きだろ う。14
　 さて、 ここで問題 にすべ きは、 これまで追 って きた議論の うちの どれが正 し
くどれが間違 ってい るかではな く、 また映画 『レベ ッカ』 が、おおよそ4っ に
分類 され るパ ター ンの内の どれに属 す るか ということで もな い。む しろ問題 に
すべ きなのは、 同 じ一 っの現象が、少 な くとも4っ の可能性 を孕 み うる ことで
あ り、程度 は違 って もここには、 限 りな く異性愛 に近 いものか ら真性の同性愛
に至 るまで何 らかの同性愛的感情 が潜んで いる、 と読む ことがで きることだ ろ
う。 こうした観 点 は、Eve　 Kosofsky　 Sedgwickが 多 岐 にわ た る分 類 を試 みな
が ら、 セ クシュア リティは 「た とえ同 じジェ ンダー、人種、国籍 、 階級 、 「性
的嗜好」 が同一の人 々で も、互 いに差異化す る ことが できる」 ほどに多様で あ
ると主 張 して いることとも呼応 しあって いるか もしれない。15こ の い ささか ヒ
ステ リー症気味で、容易 に他者の欲望 に伝染 し、転位 を起 こしやす い美貌 の肉
屋の妻 の、そ して フォ ンテイ ン演ず る ヒロイ ンの、主客反転 しあ う欲望 の位置
は、周囲の欲望 を巻 き込みっっ、客体 と して位置づ け られた女 の欲望 に対す る
主観性(サ ブジェクテ ィヴ ィテ ィ)へ の可能性 を切 り開いてい くのである。
13　 フ ロ イ ト 『夢 判 断 』 『フ ロ イ ト著 作 集2』 、 一 二 七 頁 。
14　 Teresa　 de　 Lauretis,　 Practice　 of　Love:　 Lesbian　 Sexuality　 and　 Perverse
　Desire,　 Bloomington　 and　 Indianapolis:Indiana　 UP,1994,156-157.こ こで ド ・
　 ロ ウ レテ ィス は、 「分 析 的 シナ リオ に お け る ヒス テ リー 患 者 の よ う に 、 レズ ビア ン と
　 い う比 喩 は こん に ち の フェ ミニ ス ト言 説 に お い て は、 女 の主 体 と欲望 の 可 能 性 を 表 象
　 して い る。 彼 女 は主 体 と して の位 置 を失 う こ とな く、 誘 惑 し、誘 惑 され う る の だ 」 と
　 言 って い る。
15 Eve Kosofsky Sedgwick, Epistemology of the Closet, Berkeley: U of Cali-
 fornia P, 1990.
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ア ブ ジ ェ ク トと して の レベ ッカ
　再び議論を 『レベ ッカ」に戻そう。父権的枠組みの中ではこれまで、男たち
は、女たちを互いに嫉妬 という名のもとで敵対させることによって、 自らの安
泰を保ってきたし、この映画 も従来は、先妻に嫉妬するヒロインの物語とのみ
考え られてきた。Trinh　T.　Minh-haは 、 この 「女のあいだの嫉妬」 と呼ばれ
るものを、女か ら女へと文化を伝えてい く女たちの連続体を切断するものとし、
「分割 して支配する」、つまり下位に位置する者同士を互いに敵対 させることに
よって上位の者が統治す るという、父権的かっ植民地主義的な企てと捉えるの
だが、16ジェンダーの問題に限っていえばこの企てが、何よ りも父権的異性愛
体制を温存 し強化するためのものであることは間違いないだろう。それゆえ、
前=エ ディプス期における女性への愛着を喚起 して しまう、魅惑的な レベッカ
の存在 こそは、異性愛体制を脅かす ものであり、そのためにこそ抹殺されなく
てはならない。 レズビアニズムを覚醒 し異性愛を妨害する彼女は、最終的には
忌まわしいもの(ア ブジェク ト)と して物語の外部に排除(ア ブジェク ト)さ
れなくてはならない。物語の最後になって明 らかにされるのは、実はマクシム
はレベッカを愛 していたのではなく、性的に放縦であった彼女を憎んでいたこ
と、また他の男の子供を妊娠 したと告白した(こ れは嘘で本当は悪性の癌にか
かっていて余命い くば くもないことを彼女自身知っていたことが後に判明する)
レベッカが、マクシムの怒 りをか うよう挑発 して自らを殺させようとしたこと、
マクシムはカッとなって彼女の頭を殴 り、その拍子に転んで頭を打 って死んで
しまった彼女の死体をボー トとともに沈めたこと、などが明 らかにされる。女
性の理想 としての3B(breed,　 brain,　beauty)を 備えた彼女、勇敢で、男たち
をあざ笑いっっ、父権制度を揺すぶる彼女のその奔放なセクシュア リティは、
16　 Trinh　 T.　Minh-ha,　 Woman,　 Native,　 Other,　 Bloomington　 &　lndianapolis:
　Indiana　 UP,1989,132.(ト リン ・T・ ミンハ 『女 性、 ネ イ テ ィ ヴ、 他 者 』 竹 村 和 子
　訳 　 岩 波 書 店 、 一 九 九 五 年)
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豊穰 の証 しと しての赤 ん坊 の代わ りに癌 という不毛の病を与え られ ることによっ
て、罰せ られ、 その魅惑 を剥 ぎと られな くて はな らな い。 なぜ なら父権制度 は、
Monique　 Wittigが 指摘 す るように、「異性愛」 とい う 「女性 に押 しっ け られ
た義務 としての再生産 の機能 と、 その再生産の専有化 とに基づ いた社会 的独 占
の システム全体 を正 当化」 し、「再生 産の目的を持 ったセ クシ ュア リテ ィ」 だ
け しか規範 として認 めず、「それ以外 の ものはすべ て逸脱 であ る」 と して排除
す るイデ ィオ ロギー ・シスデムに他 な らないか らだ。17Judith　Butler流 に言 え
ば、 ヘテ ロは、 ホモを アブジェク トとして排除す ることによって支 え られてい
るが、常 に 自らが排除 した もの(ホ モ)に 取 りっかれて いるのだ、 とい うこと
にな るだ ろう。18
　 とは言 うものの、 この物語 がヘテ ロ体制 の完全 な凱旋 によって幕 を閉 じると
考え るの は、あ まりにも一元 的に過 ぎるか もしれない。 ヒロイ ンのナ レー シ ョ
ンで始 まる冒頭 の場面 を振 り返 って見 れば、 レベ ッカ的なる ものの持 っ 自然 な
繁殖力がそれ ほど簡単 に破棄(ア ブジェク ト)さ れ押 え込 まれる ものでない こ
とが分か るだ ろ う。 ヒロイ ンは、 いまは もうダ ンヴ ァース夫人 の手 によ って焼
失 して しまって いるはず のマ ンダ レーの邸 に、昨 日見 た夢 の中で舞い戻 ってい
く。入 り口の鉄格子 は閉 じ られ中に入 ることがで きないが、.いっの まにか不思
議 な力(supernatural　 power)を 得て幽霊(spirit)の よ うにそ こを通 り抜 け
ることがで きる。 よ く見 ると、昔 は手入れの行 き届 いていた車道 にはいつの ま
にか 「自然」 の力 が栄 え始 め、雑草が生 い茂 ってい るのだ。 そ して うね るよう
に長 く続 く車道 の先 には、 レベ ッカの化身そのものとも言 うべきあのマンダレー
が、「完壁な均衡」 を保 ったその姿 を現わ し、 まるで今 もその活力 を失 って い
ないかのよ うに、窓 か らは光 りが射 して いる。 と、思 う間 に、幻影 は消 え後 に
は廃虚 が残 るばか り。 「わた したち はもうそ こに戻 ることはで きな い」、 けれ ど
17 Monique Wittig, "Paradigm," Homosexualities and French Literature, 
 eds. George Stambolian & Elaine Marks, Ithaca: Cornell UP, 1979, 114-121. 
18 Judith Butler, Bodies That Matters, New York & London: Routledge, 1993, 
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も、「夢 の中で、わた しはそ こに戻 ってい く」 のだ と、 ナ レー シ ョンは続 く。
「わた したち」 とは、 ヒロイ ンとマ クシムのことだ ろ うか、 それ と も ヒロイ ン
とレベ ッカか。 これまでの議論 か ら、 われわれは共 にその可能性 を捨 て切 るこ
とはで きない。 ただ どち らに しろ ヒロイ ンは、少 な くとも夢の中で はレベ ッカ
の超 自然的 かっ霊 的な力 が 自在 に猛威 をふ るうマ ンダ レーへ と回帰 してい くの
だ。 レベ ッカの強 い感染 力を持 った魅惑 と牽 引 は、猛威をふ るうべ く、 じっと
その機会 を狙 いす ま して いるかの ようなのだ。
　 これまで、 同性愛 はしば しば、病気 も しくは汚染 のメタフ ァーで語 られて き
た。 た とえば、近 年同性愛 テクス トと して の読 み直 しが盛 ん なBram　 Stoker
の 『ドラキ ュラ』(1897)。 ここで は、男 たちはあたか も愛す る女 たちを堕落 と
感染か ら守 るべ く、結束 して吸血鬼退治へ と繰 りだ してい くが、実 はその吸血
鬼 こそが男 たちの抑圧 された同性愛的欲望 の表象 である と読 み うる可能性 をテ
クス トは示唆 している。19っま り吸血鬼退治 とは、異性愛 の偽 装 の も とに、 自
らの内 なる同性愛的欲望 を否認 し、排除す る身振 りに他 な らない。 それゆえ異
性愛 は、「汚染 され た他者 であ る同性愛 の絶 え まな い略奪 と侵入 か ら自 らを守
ることによ って、存在論 的な境界線 を支 え、 自 らの存在証 明を保持 してきた」20
のだと言 ってよいだろ う。逆 に言 えば、 かれ らの こう した必死の排 除の身振 り
こそが何 よ りも、 レベ ッカの魅惑 がそ うであ ったよ うに、われわれの内な る同
性愛的希求 の強 さ、 その回帰 す る力 の大 きさを物語 ってい るのか もしれない。
19吸 血鬼を男性同性愛の観点から分析したすぐれた 『ドラキュラ』論として、谷内田
　浩正 「ホモセクシュァル ・パニックー一 「ドラキュラ』と世紀転換期イギ リスにおけ
　る同性愛(前 ・後篇)」 『イマーゴ」一九九五年十一月、一九九六年三月がある。その
他 に、 Christopher Craft, "Just Another Kiss: Inversion and Paranoia in
Bram Stoker's Dracula," Another Kind of Love: Male Homosexual Desire 
in English Discourse, 1850-1920, Berkeley: U of California P, 1994, 71-105,
Ellis Hanson, "Undead," Inside/out,  324-340,などを参照。
20 Diana Fuss, "Inside/Out,"  Inside/  Out,  2.
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「新 しい女」第二世代の脅威
　最後に付け加えておけば、『レベッカ』の歴史的背景には、20年 代、30年 代
という、ニュー ・ウーマ ンたちの全盛期の活躍に対する反動期、つまり 「新 し
い女」第二世代を取り巻 く時代思潮を窺うことができるだろう。Carroll　Smith-
Rosenbergの 伝えるところでは、共同体を築き、女性の社会的自由と平等を求
めて闘った1890年 代か ら1920年 の初代 「新 しい女」たちの間の関係は、多分
に友愛的であるとみなされ、たとえ幾分かは脅威的であって もまだまだ賞賛の
対象とされたのが、第二世代になると次第に脅威的とみなされるようになり、
彼女たちの価値を下落させるために公然と 「レズビアニズムの嫌疑」がかけら
れるようになる。物語がヘテロ体制へと再編成されるために最後は罰せ られる
レベ ッカの、過度の価値の下落も、当時の気分を大いに反映 している、とみな
すべきなのだろう。21ただ少なくともこのことは、従来ホモフォ ビアはもっぱ
ら男性の同性愛に限 られていたのが、女性の同性愛 も危険視される程に当時の
女性たちが力を持っようになった証 し、と考えるべきなのか も知れないが。
21 Carroll Smith-Rosenberg, Disorderly Conduct: Vision of Gender in Victo-
 rian America, New York: Knopf, 1985, 281.
